
田村明-周辺の紹介 

「まちづくり」から「市民政府」に 

展開させた背景と深層 

田村の家族たち 

両親、祖父母の出来事と 

キリスト教文化からの視点 
 

 
 

 



１．パーム牧師との

「出会い」、開拓伝
道師の道へ 

１．家の倒産で苦境 
２．キリスト教新潟教会へ 

３．パーム牧師との 

「出会い」から横浜共立
女子に寄宿生 

１．相馬中村は当時、まだ辺境、キリスト
教を受け入れる要素は非常に弱い。 

２．激しいイジメを受ける 

３．浦和の教会へ、 

４．婚約者の他界で失意 

：  

宮大工、仕事中に転落死

 
   梅津家へ養子      

１．実の母親を知らず 
２．養父のお蔭で当時          

  としては破格の中学へ 

３．青春期に家庭騒動 
４．田村姓に帰る 
 

５．キリスト教村上教会へ 

６．上海行きの機会 
７．愛子(忠子の姉）と 

  事件絡みで遭遇 
８．内村鑑三との 

  「出会い」 

：     
化学の勉強（石油精製）新
潟の仕事場の隣にパーム
牧師住居 

： 
著名な油屋の娘 

５女として 

寶田一蔵、愛子の仲人で幸太郎、忠子結婚 



1940ＮＣＲ経営停止命令、退職、 
1941日本光音就職    

1937 青山学院緑ヶ岡幼稚園
にて保母主任                                   

1938 青山学院：商学部 入学      

1921 忠幸誕生 大正１０      

192３ 義也誕生 大正１２      ソ連誕生   1922      

1926 明 誕生 大正１５      

満州侵攻 1933      

株価大暴落 1920      

関東大震災 1923      

世界大恐慌     1929       1933 玉成保母養成所で     

＿＿保母資格取得     

1929 田村シン（幸太郎姪） 

1930 千尋誕生 昭和５      

  忠子 結婚     1920  幸太郎      

軍拡と大正デモクラシー 

世界第二次大戦開戦 1941/12/8      
1939 慶応義塾大学予科 入

学      

1942 青学：商学部  卒業      

1942 出征：スマトラ派遣      

 1944 幼稚園閉園で退職    

世界第二次大戦敗戦 1945/8/15      1945 除隊 帰宅      

広島、長崎原子爆弾 1945/8/6 & 9 

1945 いすゞ自動車に 

勤労動員     

1917  ＮＣＲ就職    

金融不安と戦争準備 

兵役と戦場 

日中戦争 1937      

横浜大空襲 1945/5/29 

東京大空襲 1945/3/10 

1943 出征(学徒動員） 特殊潜行艇      

1944 静岡高校旧制 入学     

 田村家の誕生 
「子育て」と「戦争」 

1945 憲兵隊の監察  焼夷弾と爆弾、 
憲兵による監察 

1944 日本特殊鋼に 

勤労動員      

1946 除隊：帰宅      



1951 都立大 理学部化学科 入学      

世界第二次大戦敗戦 1945/8/15      

1961  他界   

中華人民共和国建国 1949/10/1 

極東軍事裁判 判決 1948/11/12 

ララ物資の日本支援 1946/11 

 1946  忠子GHQパークホテル
でメードのリーダーとして勤務   

新円切り替え 1946/2/16 

1953 &4 東大 法学部 法律、政治 卒     

1955 NCR定年退職、セールスプロモーションビューロ（産業能率大学）
専務理事として各地でセールスマン教育の講演をして歩く                             

1949  岩波書店      

1954 ～63  日本生命 不動産部     

朝鮮戦争勃発 1950      

GHQ廃止  1952      

   1949  草月流の師範 
初期の頃はパークホテルで、後、 
知人を介し、また近傍の人たちとも    

1950～51  運輸省   
テレビ本放送 1953      

サンフランシスコ平和条約 1951      

特需     1950      

1955 ～56  KK日研化学（医薬）     

 下山、三鷹、松川事件 1949   1948  大映（映画）     

1948   NCR に復職     

1957 三共（医薬）、阪大内地留学    

1960/11 永木能子と結婚  1960/5 斉藤眞生子と結婚 

1946  幸太郎  ＧＨＱのＣＣＤに就職     

1948 中山敏子と結婚     

1946 義也慶大経済学部 復学      

1947 明静高旧制 卒業     

1950 東大 工学部建築学科 卒業 

   東大 法学部     入学  

新日米安全保障条約 1960/1/19      

ビキニ水爆実験 1954      

ケネディー大統領 1961 

東京オリンピック 1964 

「戦後の混乱期」 と 

 「高度成長期」 へ  

1946 忠幸 除隊帰宅      

1947～1960     幸太郎、忠子、忠幸、明、千尋
は矢内原忠雄の 聖書講義に参加、（明
は大阪では黒崎幸吉の聖書講義に参加） 

東海道新幹線 1964/10/1 

1966  大島久美子と結婚      

食糧難と財政難 1948 千尋都立理工専旧制 機械科 入学      

1947 東京大学 工学部建築学科 入学     



矢内原忠雄の言葉 

•  戦後すぐに聖書講義の集会を内村鑑三ゆか
りの今井館で矢内原忠雄が聖書講義を始めた。 

 

•  「平和はもたらされた、これまではキリスト教
は弾圧の歴史だった、これからは真の信仰を忘
れた冠婚葬祭だけのためのキリスト教にならな

いようにと言う祈りだ」。 



1964～66 イリノイ大学 

シム教授のポストドック    

1965 義也雑誌「世界」編集長    

国産原子炉1号点火 １９６２ 

1961  幸太郎 他界    

三島由紀夫割腹自殺 1970      

   1962 忠子 
絵画(油絵）始める     

1971 忠幸 荏原インフィルコ
にて荏原ユージライト立ち上げ      

東海道新幹線 1964/10/1 

ケネディー大統領 1961 

1970 辞表提出：雑誌「世界」で三島事件を無視、岩波受理せず      

公害問題 ca.1972～ 

オウム、サリン事件 1995/1/17 

東京オリンピック 1964 

1971 横浜市企画調整局長     

1969 辞表提出：大内兵衛、東大特殊部落問題で、岩波受理せず 

 1977 銀座えり円で個展（80歳）    

 都市計画学会論
文賞、環境庁長官
特別賞など 

 
1964 千尋 国際天然物会議で
テトロドトキシンの構造決定発表      

1968 横浜市企画調整室    

1963 ～8  明 環境境開発センター    

1978 横浜市技監     

 1977 建築学会賞 

まちづくり協会、   
横浜街づくり塾、  
現代街づくり塾、
など 

1982 再度、銀座えり円で
個展(85歳） 

1974  抗高脂質薬
メバロチン前駆    

物質の構造決定   

1984  他界 

アメリカー同時多発テロ 2001/9/11 

キューバ危機 １９６２ 

「展開」 と        
＿「実り」   

沖縄施政権返還 1972 

1962～1986 月一度の家庭集会、

母を中心に聖書を読み担当者が解
説する会。担当は 忠幸、明、千尋 

1983 岩波退職：本の装丁家として自立 

1981 横浜市退職、

法政大学教授     

1981 荏原ユージライト退職      

1995 三共退職 
メバロチン発売 

 （単品売り上げ、世

界一）、   



祈 信 言 行 
 

人 

明 ０ 
 

４５ ６０７ ８４２ ８４２ 

こころ（漱石） ２ ５１ １３５ ２１３ ３５８ 

我が輩は、、（“） ２ ３９ １４０ ２８８ ６５４ 

創世記 ８ ２ ２１１ １４３ ２６４ 

マタイ伝 ８ ２ ３９８ １５１ ４４０ 

ヨハネ伝 ２ ８６ ３９７ １３０ ３１８ 

ロマ書 ６ ６５ ５９ ４８ １３５ 

漢字一文字から読み解く作品への 
    著者（ら）の思いを探る 



1964～66 イリノイ大学 

シム教授のポストドック    

1965 義也雑誌「世界」編集長    

国産原子炉1号点火 １９６２ 

1961  幸太郎 他界    

三島由紀夫割腹自殺 1970      

   1962 忠子 
絵画(油絵）始める     

1971 忠幸 荏原インフィルコ
にて荏原ユージライト立ち上げ      

東海道新幹線 1964/10/1 

ケネディー大統領 1961 

1970 辞表提出：雑誌「世界」で三島事件を無視、岩波受理せず      

公害問題 ca.1972～ 

オウム、サリン事件 1995/1/17 

東京オリンピック 1964 

1971 横浜市企画調整局長     

1969 辞表提出：大内兵衛、東大特殊部落問題で、岩波受理せず 

 1977 銀座えり円で個展（80歳）    

 都市計画学会論
文賞、環境庁長官
特別賞など 

 
1964 千尋 国際天然物会議で
テトロドトキシンの構造決定発表      

1968 横浜市企画調整室    

1963 ～8  明 環境境開発センター    

1978 横浜市技監     

 1977 建築学会賞 

まちづくり協会、   
横浜街づくり塾、  
現代街づくり塾、
など 

1982 再度、銀座えり円で
個展(85歳） 

1974  抗高脂質薬
メバロチン前駆    

物質の構造決定   

1984  他界 

アメリカー同時多発テロ 2001/9/11 

キューバ危機 １９６２ 

「展開」 と        
＿「実り」   

沖縄施政権返還 1972 

1962～1986 月一度の家庭集会、

母を中心に聖書を読み担当者が解
説する会。担当は 忠幸、明、千尋 

1983 岩波退職：本の装丁家として自立 

1981 横浜市退職、

法政大学教授     

1975 千尋の次男、幸生 他界 

1981 荏原ユージライト退職      

1995 三共退職 
メバロチン発売 

 （単品売り上げ、世

界一）、   
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父の書、１９５５年、頃、
内村鑑三の「初夢」 



母の絵、1915年頃右、1965年頃左 



 

田村忠幸編： 

吉田亀太郎追憶集                          
＿ ２００５ 



田村義也の
世界 



田村義也は多く、  
弱者の目線を保った 



田村明 と  
    「まちづくり」 







田村千尋 と 分子構造 





「祈る」 

• 誰に、 

• 何処に、 

• 何を、 

• どうして、 

人間は祈ることを知った動物 

石に？ 大木に？ 動物に？ 人に？  

空に？ 地に？ 海に？ 北に？ 神社仏閣に？  

健康を？ 平和を？ 健闘を？ 無事を？    

本人の為に、自分の為に、皆の為に、世界の為に 



「感謝する」 

•自然に 
•神に 
 





忠幸 義也 明 千尋 

専門性 経営、    
かねづくり 

編集出版、 
装丁 

市民政府、 
まちづくり 

理工学、   
ものづくり 

政治方向 社会派 社会派 社会派 社会派 

幼い頃の 

政治力 ３ ２ ４ １ 

幼い頃の 

統治力  
４ ２ ５ １ 

幼い頃の 

発信力 
 

３ ４ ４ ３ 

運動能力 ２ ２ ３ ５ 

金銭感覚 ５ ２ ４ １ 









 

自然は分子が一杯、0.00000001mm の
距離で原子と原子は結合し分子を作る。 



：  
宮大工、仕事中、転落死      

：     
化学の勉強（石油精製） 

小、中学校（旧制） 

 義也1923       千尋1930 

出征、 
（特殊潜行艇）      

出征、   
（スマトラへ） 

東北地方（仙台、相馬） 

開拓伝道師      

東京大学法学部 

中、高等学校（旧制） 

パーム牧師との出会い、
牧師への道 

慶応大学経済学部 

 忠幸1921      

上海にて忠子の姉、愛子
に事件がらみで遭遇      

大正デモクラシー、再臨運動の
中、内村鑑三の演説に感銘 

祖父を助け、教会でオルガン弾きなど、 

  幸太郎、忠子1920      

  明1926 

東京大学工学部建築学科 

都立理工専門学校機械科 

都立大学 化学科 

青山学院 

青山学院専門部商学科 

青山学院 

太平洋 
戦争時代 



忠幸  
かねづくり、 
株取引、 
会社総務、記録もの 
整理、モノの収集、 

義也 
ほんづくり、装丁 
社会正義論、 
書道家、 
編集、出版 

明 
まちづくり、 
不動産鑑定、絵画、 

人物評価、市民政府 
社会評論、執筆活動 

千尋 
ものづくり、 
化学構造決定、毒と薬、 

PCのプログラミング、 

音楽愛好、造形と色彩 



1938 青山学院：商学部 入      

1921 忠幸誕生 大正１０      

192３ 義也誕生 大正１２      

1944 静岡高校旧制 入     

世界第一次大戦終了1918      

ソ連誕生   1922      

世界第二次大戦開戦 1941/12/8      

日中戦争 1937      

1926 明 誕生 大正１５      

1948 都立理工専門学校旧制 機械科 入      

1951 都立大学 理学部化学科 入      

1946 除隊 帰宅      

満州事変 1933      

株価大暴落 1920      

1939 慶応義塾大学予科 入      

1942 青学：商学部 卒      

関東大震災 1923      

世界大恐慌     1929       

1933 玉成保母養成所にて保母資格取得     

1940  外国企業の経営停止でNCR退職、日本光音就職    

世界第二次大戦敗戦 1945/8/15      
1945 除隊 帰宅      

1949  NCRに復職   

1947 東京大学 工学部建築学科 入     

 1937 青山学院緑ヶ岡幼稚園にて主任保母     

1942 出征：スマトラ      

横浜大空襲 1945/5/29 

東京大空襲 1945/3/10 

1943 出征：学徒出陣、特殊潜行艇      

中華人民共和国建国 1949/10/1 

極東軍事裁判 判決 1948/11/12 

  1917ca. 幸太郎NCRに就職   

広島、長崎原子爆弾 1945/8/6 & 9 

1955 都立大 理学部化学科 卒      

1947 静高旧制 卒     1946 慶大経済学部 復学      

1945  日本光音敗戦で生産停止、退職、    

 1944 幼稚園閉園で退職    

1950 東大 工学部建築学科 卒 

     東大 法学部     入  

1944 日本特殊鋼に勤労動員      
1945 いすゞ自動車に勤労動員     

1945 憲兵隊の監察  

1929 田村シン（幸太郎姪） 

ララ物資の日本支援 1946/11 

1930 千尋誕生 昭和５      

  田村家と社会の変遷、
子供達が教育を終えるまで 

  忠子 結婚     1920  幸太郎      

 1946    GHQに接収 
  されたパークホテルで 

メードリーダーとして勤務   

 1948 草月流の師範として家で先生     

新円切り替え 1946/2/16 

軍拡と社会不安 

焼夷弾と爆弾と監察 

食糧難と財政難 

195 3&4 東大 法学部 法律、政治 卒     

1947～1960 矢内原忠雄の 聖書講義に

参加、幸太郎、忠子、忠幸、明、千尋 



両親、祖父母たちの出来事 と  
キリスト教 

 

 

情操教育という環境因子を見る 

 

 

田村の家族たち 

子供たちの教育期間が終わるまで 
 

 
 

 

 

生かされているという思い 


